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1．研究目的
　学生が大学において講義内容をあらかじめ理解し、受講計画を立てる時には、シラバスが最
も大きな役割を果たしており、その整備こそが学生の満足度に直結すると考えられる。そのた
めには、教職員が協力してその内容の整備と確認を行う必要がある。
さらに、文部科学省においては、シラバスに関しては、国際的に通用するものとなるよう、以
下の点に留意することとされている。
・各科目の到達目標や学生の学修内容を明確に記述すること
・準備学習の内容を具体的に指示すること
・成績評価の方法・基準を明示すること
・シラバスの実態が、授業内容の概要を総覧する資料（コース・カタログ）と同等のものにと
どまらないようにすること
　現在、教務委員会でも教員が作成したシラバスを上記、学生の満足度向上のために、文部科
学省の指針に沿うように、確認作業を行っているが、現状では、入力されたテキストを人力に
より、目で見て、手で直す（もしくはその修正を依頼する）ような形式をとっており、非常に
手間も時間もかかる作業である。
　一方で、近年は非数値データ（本報告テキストデータ）の解析が可能になってきており、AI（人
工知能）と機械学習の観点からも、このような作業を教職員が行うのではなく、機械に実行さ
せるための仕組み作りが今後必要となってくる。
　そこで本研究では、シラバスの内容、特に、量的変数では計れないようなテキストデータに
対して、その内容がディプロマポリシーにそって記載されているかどうかを確認するための環
境作りとその試行を行うことを目的とした。
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2．研究概要
　2017 年度のシラバスおよび、シラバス作成の要項を確認し、テキストマイニングをするに
あたり必要事項をリストアップした。その中で、機械学習により、講義概要とディプロマポリ
シー（DP）との対応を検討することを目的にした。
　そこで、一般科目のうち講義概要をもとに DP の教師データを作成した。ここでは、2 人の
多摩大学経営情報学部の学生の協力のもと 2 人の違いがある部分についてはさらに検討したう
えで、検討対象の教師データとした。さらに、提出されたシラバスの内容（DP）との一致を
確認した。その結果、前者と後者では大きな乖離があることを確認した。全体として、38％が
一致し、DP ごとに 1 ～ 5 の順に、41％、43％、17％、33％、31％が一致しており、半分以上
が一致しないという結果になった。この理由としては、専門領域の科目は DP の 1 ～ 3、共通
領域の科目は DP の 4 ～ 5 を選ぶという制限を前者の教師データではかけていなかったことも
理由としては考えられる。また、2017 年度の内容と 2018 年度の内容で違いのある部分も考え
られる。
　さらに、提出された 2018 年度のシラバスの講義概要と DP について、テキストマイニング
の手法により、NTT データ数理システム社のテキストマイニングスタジオにより分析した。
3．分析結果
　2018 年度のシラバスの講義概要のテキスト内容について DP ごとの分析、基本情報、単語
頻度解析、特徴語集出、ことばネットワーク、文書分類を行った結果について述べる。
　図1は基本情報のうちDPごとの頻度を示す。DP1が最も多く、次いでDP2、DP4 の順であった。
図 1　基本情報のうち DP の頻度
　次に、単語頻度解析の結果を図 2 に示す。「学ぶ」「必要」「身」「目的」「社会」の順に多く、
学ぶは DP1 ～ 5 まですべてで比較的多く使われているが、「必要」や「身」は DP1 において
多く使われており、「目的」は DP2 や DP5 が多いという特徴があった。
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図 2　単語頻度解析の結果
　次に、ことばネットワークを図 3 に示す。図においては、ことばの頻度を円の大きさでしめ
し、ことばと「関係の強い」言葉を、共起確率の高い言葉から算出し、矢印で結んでいる。図
上部の DP1（図中の dpc-1）はプレゼンテーション力、表計算、ラーニング、マイクロソフト
オフィス、アクティブ、エクセル、アイティア、英語表現力等の言葉と関連していることが言
える。また、図中央部の「志塾」ということばは、さまざまな言葉と関連していることがいえる。
一方で、図中央右の DP2（図の dpc-2）は「学問」や「育成」と関連しているが、他の DP と
は少し傾向が違うこともうかがえた。
図 3　ことばネットワークの結果
　さらに、講義概要のテキストをもとに、DP とは無関係に単語頻度だけで文書分類を実施し
た。図 4 左が 5 つの分類の割合とその代表的な言葉である。結果として「目的」、「自分」、「理解」、
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「日本」、「スキル」の 5 つの分類となった。一方で図 4 右のとおり、DP ごとのクラスターに
ついてはばらけており、DP とクラスターとの 1 対 1 の対応は見受けられなかった。DP ごと
の特徴としては、DP1、DP4、DP5 はほぼ同じ割合であるが、DP2 は「目的」や「理解」と
いうクラスターが多く、DP3 は「日本」のクラスターが多く含まれていることが見受けられた。
図 4　文書分類の結果（5 つの文書の割合と特徴的な言葉（左）、DP ごとの文書の割合（右））
4．総括
　本研究では、シラバスの内容、特に、量的変数では計れないようなテキストデータに対して、
講義内容と DP の対応について確認するための環境作りを行った。2017 年度のデータから作
成した教師データと 2018 年度の提出された実データとの違いについては、全体として 38％が
一致していることが確認された。ただし、年度や両者の制限がちがうため、直接的な比較がふ
さわしいかどうかについてはさらなる考察が必要である。また、2018 年度のシラバスの講義
概要のテキスト内容と DP との関連をテキストマイニングによって分析した。特に、クラスター
分析による文書分類の結果については、DP とクラスターとは一致しないことがわかった。こ
のことについても、言葉の頻度だけでなく、係り受けや、文書の内容の分析（コンテキスト分
析）等について、さらなる分析が今後必要である。
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